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鶏肉の糸状菌汚染状況について

山脇徳美和田恵理子，森田盛大

I はじめに

古来，日本人は真菌（カピ）を禎極的に利用し，みそ，

正油，酒などの日本特有のものを作り，食生活に取り入

れてきましたが，近年，糸状菌の有害代謝産物であるカ

ビ毒（マイコトキシン）が人や動物に重大な健康障害を

与えることが明らかにされた1~3)ことから，カビ毒や糸状

菌汚染による食品の品質劣化などが食品衛生対策や食品

の品質管理対策においていろいろな問題を投げかけてき

た．このことから，我々はこれまて食品の糸状菌汚染調

査の一環として，秋田県庄殻類の代表である米の糸状閣

石生状況を調査してきた,).本報ては，市販鶏肉の糸状

伯汚染状況を調査したので，その成績を概略報告する．
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ll 材料と方法

A.検査材料

検査材料は秋田市内の食肉販売店から購入した鶏肉

55検体である．

B.検査方法

検査方法は図 1!こ示すとおりである．すなわち，鶏肉

10 gを採取し，生理食塩水90mlを加えた後， 3分側ス

トマッカーにかけたものを原液として， 10倍段階希釈し

た．分離培地は 20%プドウ糖および 100μ g /mlクロ

ラムフェニコール加ポテトデキストロース寒天培地を各

希釈段階に 2枚ずつの平板を用い， 1平板当り 1mlの検

体を塗沫し， 25℃, 7日聞培養後，糸状菌集落数を測定

すると共に，確認焙義を行い，歯神を決定した．また

各平板に発育した酵l:}様集落数も測定した．

m 結果と考察

鶏肉の糸状菌汚染状況は表 lに示すとおりである．す

なわち，糸状菌は 55検体全ての鶏肉から検出されてい

たが，汚染糸状菌数は 1g当り最も多いもので 2.2X 
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糸状菌 1よ洛の観衣

確琵迅韮

薗種の決定

・図l. 鶏肉の糸状菌検査方法

10’個， 最も少ないもので1.0X 10個， 平均では 3.1X 

102個であり，汚染菌数はそれほど多くなかった．しか

し， ］検体から検出された糸状由の柾類ぱ平均で約4種

類てあったが， 1検体から 10種類もの糸状菌が検出さ

れたものもあった．また，酵母様1よ落数（ま汚染糸状菌数
より 10~100倍多く，平均てg当り 4.1X 1が個であっ

た．

次に，汚染糸状菌の種類と菌種毎の汚染菌数は表2に

示すとおりである．最も高頻度に検出された菌種は

Verticillium (94.5%) で，次いで Acremonium
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表1 鶏肉の糸状菌汚染状況

汚染状況

検 体 数 55 

陽性検体数（％） 55 (100) 

平均糸状菌数（個／g)

平均検出糸状菌種数

（種類／検体）

平均酵母様集落数

（個／g)

3.1Xl02 

(1.0XlO~2.2Xl0') 

3.9 

(1~10) 

4.lXlO' 

(9.3Xl0~2.8Xl0り

表2 鶏肉の汚染糸状の菌種と菌数

菌 種 汚染頻度 I平均汚染菌数輝※

V erticilli um I 52※(94.5)螂

Acremonium I 25 (45.5) 

Phoma I 22 (40.0) 

Penicillium I 19 (34.5) 

Fusarium I 18 (32.7) 

Cladosporium I 14 (25.5) 

Geotrichum I 14 (25.5) 

Moniliella I 13 (23.6) 

Paecilomyces I 6 (10.9) 

Aspergillus I 3 (5.5) 

Curvularia I 2 (3.6) 

Mucor I 2 (3.6) 

Aureobasidium I 1 (1.8) 

Alternaria 

UT蜘織

1 (1.8) 

9 (16.4) 

6.5X10 

7.9X10 

5.5 

2.6Xl0 

3.9X10 

1.0XlO 

3.9Xl0' 

5.9Xl0 

2.9X10 

4.8X10 

2.5 

1.2 

l.OXlO 

2.5X10 

1.1x102 

※一検体数輝一％蜘※一個／g 姻組（一未同定

(45.5%), Phoma (40.0%), Penicillium (34.5%), 

Fusarium (32.7%)であり， 14種類の糸状南が検出され

た．次に菌種毎の汚染菌数をみてみると， Geotrichum 

の3.9X即個／ gが最も多く，次いで Acremonium

7.9 X 10個／g, Verticillium 6.5 X 10個／ gなどであ

り，菌種毎の汚染頻度と汚染閑数とは一致していなかっ

た．

このようなことから，鶏肉（食品）の糸状菌汚染状況

は，汚染菌数からだけではなく，汚染菌種の面からも検

討する必要があると考えられた．すでに，アメリカで

は，下水等の環境試料からの検出率が高く，本調査でも

25%の検体から検出され，最も汚染菌数の多かった

Geotrichumを食品の糸状菌汚染の指標菌種にすること

が提案されていることから，我国でも食品の糸状菌汚染

に対する規準づくりが必要であろう．

今後共，各種食品の糸状南汚染調査を実施したいと考

えている．
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